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1.はじめに

現代告会と情轍す動の特質から見た

fメディア・ピオトープJの枠組み

土屋蕪(7J::Fi)1汰学)

19齢砂ら20世細こかけて、人類は篭信・謡番・ラジオともりた様々なメディア告と手にした

が、それらは、そもそも様々な可能性を秘めた相主として社会に登場した。ところが、先行の

メディアとの競合関係や普及に関わる企業戦略の中で、それら当時の fニューメディアjは、

限定的な役鰯を担わされるようになっていったとしづ付嘩 l倒的。多様な可能性を秘めた存

在が、歯家ぞ資本などによって、その役割を閤定化されたわけである。これはたとえば、ラジ

オの樹齢2限定されただけでなく、ラジオを扱う側から情報の「送り字j としての役割を奪い、

f受け手j としての役割に限定させた、とし、うことを意味する。

つまり、メディア=技術の問題は、単にそれ自身のみならず、それを扱う人間のポジション

までも決定してしまうのである。この構図を、インターネットやデジタル放送に読み答えてみ

ると、 fweb 2.0Jや F集合知Jに関する議命が見えてくる。また、人f却す動の原理がものごと

の過剰な蓄積(あるし、はその蕩尽)に立脚する、という観的こ立つならば、付カ例制直に基づく

経済行為が情報行動ω奴飲していくのは、投資家遠の生態でまE明するまでもないことだろう。

fメディア・ビオトープlとし、う概念が単に生態物澗捕としてイメージされるとしても、

そこには、人間論、現代社会論(情報化子j会論)からのアプローチが自ずと包含されても、る。

そこで本易問では、これらのアプローチに沿って、 「メディア・ピオトープJ金権築してし、く

榊旦みについて明ら糾こすることを目的とする。ただし、研究静或との関連から、ここでは情

報一般ではなく、特に f僻 惜 報j に限定して、議論を進めてし、きたいと思う。

2.人附閣の情報論的側面

養老によれば、人聞の脳は自らが捉える世界観を現実に投影する、とし、う形で、暗黙知から

形式知への転換を図ってきた、という(養老・斉藤 1992)。この転識の構造について、茂木

は f偶有税Jとし、う概念でわかりやすく説明している伐木笈肪)。すなわち、人間の脳は、

完全にはランダムに起きてし、なし号磯を f繋理してj法則生会見出すことに興味を感じる、と

いうのである。したがって、完全にランダムに起きる事象に対しては興味を持たないし、法則

性の確定している事部こも興味を持たない、とし、うのである。とトは、まだ法献金の見出せな

し母橡に法長羽生を与えて「くれそうなj情報を求めて渉猟するわけである。

この観献も観指閣を見ると、観光晴香られる f非日常伯という概念も醐手できる。す

なわち、単なる f非J日常ではなく、旅行先という非日常と日常とを結んで、日常を再編する

「メタj 日常の力を持つ非日常、あるいはそれを実感させる情報こそが、観光という行為の中

で盟まれているのである。
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3.情報ネットワークの結節点としての fメディア・ピオトープj

人間が日常生活をリセットする情幸設を綴光の場で採り入れる存在だとしても、日常を再編成

するような情報を、単なるデータベースから得ることは容易でなむ、これは、インターネット

で検索エンジンを利用するときに、すぐに了解できることであろう。必要な情報こそうまく探

せない。求める情報の輪郭や位農づけが鱗単に特定できないからこそ、必要な情報としての

f空欄jが生じるわけである。

いわば、自分を開湾築するための条件に関する「あいまい検索j こそ、観光の場で求められ

ているものと雷えるだろう。それは単なる情報の集積ではなく、発信元や対象・寿命の要員なる

情報の「棲息場所j 告とひとかたまりに捉えつつ、それらパラダイムの異なる情報を結んで一種

のネットワークが構築されて、はじめてE可能になることなのではないだろうか。その結節点と

して、あるいは情報が活性化してその価値が確認される場としてこれらのポイントを見つめる

とき、そこに fメディア・ビオトープj と呼ぶべきものを構築する可制金を見出せる。

ただ実際にその「造成Jを試みるとすれば、結節点を構築する諸要素に関して、様々な角度

からの調査研究を実紘ずることが望まれるだろう。

4.観光線 fメディア・ピオト}プjのケ}ス・スタディ

観光情報:a:核とした fメディア・ピオトープJをイメージするとすれば、それは、 f石垣島

の観光ピオトープj とか f知床の観光ピオトープj などと呼ばれることが予想される。ただし、

それが意味するのは、 f石垣島が生き生きと実感できる場所j あるいは f知床が生き生きと実

感できる場所Jということになるのだろう。本土の沖縄料理応が都会に沖縄の風会運ぶオアシ

スとなるがごとく、石垣島や知床に「行きたいj あるいは r.帰りたいJeしみじみ思わせてく

れるような場所こそ、観光版「メディア・ピオトープJと呼べるのである。そのとき「ピオト

…宍jの fピオjが意味するのは、文字通り、その「土地の生命j と言ってもいし、だろう。

そのような場を構築していくため、すなわち観光地と観光客を観光情報でつなぐため、また

そこで fあいまい検索j を実現させるために、 f多機なメディアによるアクセス・ルートを問

時並行的に確保するj場が必要であろう。その一例として、神白神保町周辺が注呂できるのは、

fひとJと fまちJと各種メディアによる情報を飲み込んで多様な情報提供を実現しつつある

からである。今後は、より具体的なフェイズからその実態告と捉え、 「メディア・どオトープJ

構築の条件をさらに具体的に絞ることが望まれる。
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